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研究分野

学校保健,保健科教育

研究内容のキーワード

保健授業,教員養成

学位

教育学修士

最終学歴

佐賀大学大学院教育学研究科

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例

　

2 作成した教科書、教材

　

3 実務の経験を有する者についての特記事項

　

4 その他

1. 高校女子バスケットボール部の指導 2012年4月1日2013年3月31日 県立高校の女子バスケットボール部の顧問として、技術 
指導及び公式戦等の引率を行った。

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許

1. 健康運動指導士 2016年5月1日取得 （公財）健康・体力づくり事業財団

2. 高等学校教諭専修免許（保健体育） 2012年3月23日取得 佐賀県教育委員会

2 特許等

　

3 実務の経験を有する者についての特記事項

　

4 その他

　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称

概要

1 著書

　

2 学位論文

1. 高等学校保健体育における健康教 
育教材の開発―柔軟性を題材とし 
たからだの教育―

単 2012年3月 平成23年度教育学研究 
科修士論文要約集

高等学校における年間を通した体育と保健を関連さ 
せた授業展開を行うために、「生涯を通じた」をテ 
ーマに効果的なからだの教育教材について検討した 
。柔軟性教材を用いることが体育と保健の橋渡しを 
する上で有効である可能性が示唆された。

3 学術論文

1. 授業の質的変化に関する基礎的考 
察ー短期大学部における中学校保 
健体育科教育実習の授業をもとに 
ー(査読付き)

共 2017年3月31 
日

至学館大学教育紀要　 
第19号

保健体育科教育実習生の授業を観察し、それぞれの 
実践ごとに「学びの過程」をエピソード記述により 
質的な解釈を行い、実習生への効果的な指導を検討 
することを目的とした。 
4つの実践を観察・分析した結果、知識定着型と生成 
型の2種類に分類できた。定着型授業は、学びから遠 
ざかる学習者が現れやすいことが分かった。生成型 
授業は、他者とのやりとりをきっかけに、学習者の 
学びに対する姿勢に変化がみられた。したがって、 
大学生の授業づくり（授業構成）の質的向上のため 
には、生成型の授業づくりのコンセプトを重点的に 
指導することが有効であることが分かった。 
（上島久明、満武華代、大窄貴史）

2. 保健体育科教員志望学生の保健授 
業に対する自信及び保健イメージ 
の変化について―教育実習及び教 
職実践演習前後の比較―(査読付)

共 2016年9月 東海学校保健研究 第40 
巻

保健体育科教員志望学生が教育実習や教職実践演習 
を通して、保健授業実践に対する自信及び保健のイ 
メージがどのように変化したかを明らかにした。授 
業場面への自信では性別や教師志望度によって苦手 
の程度が異なることが分かった。保健イメージで「 
つまらない」と回答した群は授業に対する自信が低 
く、保健へのネガティブなイメージが授業実践への 
自信に影響している可能性が考えられる。 
（共著者：満武華代,大窄貴史,上島久明）

3. 保健体育科教育実習前後の授業実 
践に対する自信及び教科イメージ 

共 2016年7月 至学館大学研究紀要　 
第50号

保健体育科教育実習生が実習前後に保健体育授業実 
践に対する自信及び教科イメージがどのように変化 
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称

概要

3 学術論文

の変化について(査読付) したかを明らかにした。 
体育授業に対する自信では教育実習後に指導案作成 
の自信が向上した。保健授業に対する自信は実習前 
から低値であり、体育と比較しても有意に低かった 
。体育イメージでは実習後に「教授行動」に関する 
キーワードが出現していた。保健イメージでは実習 
前後で変化せず、保健は大切であると考える一方で 
つまらないと感じていた。保健の楽しさ・面白さを 
知ってもらう機会を設ける必要がある。 
（共著者：満武華代,大窄貴史,伊藤尋思,上島久明, 
松尾博章）

その他

１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表

1. 保健体育科教員養成段階における 
保健授業に対する自己評価－教育 
実習前・教育実習後・教職実践演 
習後の比較―

共 2016年9月3 
日

第59回東海学校保健学 
会

教員養成段階の大学生が教育実習や教職実践演習を 
通して、保健授業を行う自信に変化がみられるか検 
証した。 
その結果特に教育実習後に自信が向上し、教職実践 
演習後に大きな低下は無かった。また、男子では板 
書、女子では生徒との関わり方や知識に関する自信 
が低いことが分かった。以上のことをふまえた指導 
が必要である。 
（発表者：満武華代,大窄貴史,上島久明）

2. 女子大学生の月経状況と月経意識 
―スポーツ系学生と栄養学系学生 
の比較―

共 2016年11月1 
9日

第63回日本学校保健学 
会

大学生の月経状況・意識について、学科別に実態を 
調査した。月経周期に問題を抱える者が3割存在する 
一方で、日常的に基礎体温測定をしている者はほと 
んどおらず、自分自身の月経状況を把握しておくこ 
との大切さを理解させる必要がある。また、スポー 
ツ系の大学生は、試合のコンディションに影響を及 
ぼすため、基礎体温や低用量ピルなど月経を上手に 
管理するための知識を身に付けることが重要である 
。 
（発表者：満武華代,大窄貴史,上島久明）

3. 保健体育教員を目指す大学生の「 
教師観」「教科イメージ」「教育 
関心」の学年比較による教職課程 
の課題―S大学の事例研究―

単 2014年11月1 
6日

第61回日本学校保健学 
会

保健体育教員を目指す大学生が在学中にどのような 
意識の変化がみられるかを学年間の比較によって明 
らかにした。教師観において1,2年生では「友人のよ 
うな親しみやすさ」が主で、4年生では「生徒理解」 
「教師間連携」等多岐であった。教育関心について 
は全学年を通して「体罰」が最も多かった。教科イ 
メージについて体育では4年生において指導者目線の 
内容がみられた。保健では学年間にほとんど差はみ 
られなかった。また保健に対して、必要であるとい 
う認識はあるが苦手意識を感じていた。教職課程に 
おいて保健に対する苦手意識をなくし、取り組みや 
すいと感じてもらう必要がある。

4. 柔軟性と健康関連行動との関係に 
ついて

共 2011年11月1 
3日

第58回日本学校保健学 
会

柔軟性と健康関連行動に焦点をあて、特に柔軟性と 
生活習慣、健康意識等との関係を明らかにすること 
で、健康づくりとしての柔軟性教材の有効性を検討 
した。 
体の悩みや健康度は柔軟性と関連があった。また生 
活行動が柔軟性に影響していることが明らかとなっ 
た。柔軟性と健康との関連を示すことは、保健学習 
等の健康教育を効果的に行うことができると考えら 
れる。 
（発表者：満武華代,栗原淳）

5. 自己認識と携帯電話に対する依存 
との関係性

共 2010年11月2 
7日

第57回日本学校保健学 
会

携帯電話に対する依存と心の健康（自尊感情、自意 
識、自己認識）との関係性について明らかにした。 
携帯電話への利用依存度が高い群ほど積極的に他者 
と関りを持とうとし、自分に対してポジティブな考 
えを持っていることが明らかになった。また意識依 
存度が高い群ほど人間関係に対する不安を感じてお 
り、自分に対してネガティブな考えを持っているこ 
とが明らかになった。学校における健康教育の中で 
携帯電話への依存を防止するために、人間関係づく 
りのためのコミュニケーション方法を中心に考えさ 
せるような指導が求められる。 
（発表者：満武華代,栗原淳）

３．総説

　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績

　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等

　

６．研究費の取得状況
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称

概要

６．研究費の取得状況

　

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1. 2017年5月～現在 近畿学校保健学会

2. 2015年6月～現在 東海学校保健学会

3. 2010年6月～現在 日本学校保健学会
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